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＜ 活動の指針（スローガン） ＞ 

Ａ ction まず行動（その他は後からついてくる） 

Ｃ ontinue  継続は力（企業支援のフォローアップ） 

Ｔ ackle  課題への挑戦・取組 

Ｉ nformation  情報の発信と蓄積・共有 

Ｖ isit  現場に出向く（解決策は現場にある） 

Ｅ xpert  専門家集団へ（得意分野の深掘り） 

    ※「ＡＣＴＩＶＥ」は（公財）あきた企業活性化センターの通称。センターと県内企業が活発に 

活動するイメージを表現。 

⑵

革新的ﾍﾞﾝﾁｬｰﾋﾞｼﾞﾈｽ育成事
業

ライフサイエンスベンチャー
フォローアップ事業

あきた食ｼｰｽﾞ・ﾆｰｽﾞﾏｯﾁﾝｸﾞ
事業

⑹ 下請かけこみ寺事業

⑴
競争的研究開発資金等
管理事業

医工連携事業化推進事業

③
先進がん医療技術開発推進
事業

⑶ 高度技術産業振興事業

６　経営改革等意識醸成事業 ⑴ 創業支援事業

①

⑵
地域需要創造型等起業・
創業促進事業

②

４　新事業展開資金助成事業 ⑴ あきた企業応援ファンド事業

５　研究開発サポート事業

⑶ 知的財産有効活用事業

⑵

② 新　商品企画セミナー事業

⑸

３　設備投資支援事業 ⑴ 機械類貸与事業

２　販路拡大支援事業 販路開拓事業

⑵ 受発注企業支援事業

⑶

⑴

高度技術産業振興事業

食品事業者基盤強化事業

①

中小企業等外国出願支援事
業

⑷ ライフサイエンス事業

⑵ あきた農商工応援ﾌｧﾝﾄﾞ事業

設備資金貸付事業⑶

⑵ 設備貸与事業

＜平成２９年度　事業体系＞
１　経営相談助言事業 ⑴ 企業・窓口相談事業 ① ワンストップ移動相談事業

⑶

事業化プロデュース事業

② 参入促進支援事業

食品事業者連携支援事業

競争的研究開発資金等管理
事業

①

②

⑷

⑸ 調査・情報発信事業 調査分析・広報事業

⑷

ライフサイエンス人材育成事
業

② 専門家派遣事業

輸送機産業強化支援事業 ① 競争力強化支援事業

産業デザイン活用促進事業
あきた産業デザイン支援セ
ンター事業

よろず支援拠点事業③

知的財産有効活用事業 知財総合支援窓口事業

プロフェッショナル人材戦略
拠点事業

プロフェッショナル人材活用促
進事業
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平成２９年度事業計画 

 

１ 経営相談助言事業（予算額 166,269 千円） 

⑴ 企業・窓口相談事業（予算額 63,083千円） 

① ワンストップ移動相談事業（予算額 226 千円） 

県内企業からの相談にスピーディーに対応するため、経営相談専門員等による移動相談を県

内７地域（秋田地域振興局を除く各地域振興局管内）で実施する。 

○開催回数：４９回 

  

  ② 専門家派遣事業（予算額 4,858千円） 

県内企業が抱える経営、技術、人材、情報化等の課題に対して、活性化センター登録専門家

の派遣による診断・助言を行い、その解決に向けた取組を支援する。 

 ○派遣先企業数：３０社程度 

      

③ よろず支援拠点事業（予算額 57,999千円） 

県内企業の経営強化を図るため、「秋田県よろず支援拠点」において、県内の支援機関等と

連携しながら、企業が抱える売り上げ拡大や資金繰り等の様々な相談にワンストップで対応す

る。 

○チーフコーディネーターの配置：１名 

○コーディネーターの配置：８名 

 

⑵ プロフェッショナル人材活用促進事業（予算額 36,173千円） 

プロフェッショナル人材戦略拠点事業 

  県内企業の人材面での経営基盤強化を図るため、「秋田県プロフェッショナル人材戦略拠点」

において、県内の支援機関等と連携しながら、「攻めの経営」や経営改善への意欲を喚起すると

ともに、今後の事業展開に意欲的な企業のプロフェッショナル人材の採用等をサポートする。 

※ プロフェッショナル人材とは：新たな商品・サービスの開発、その販路の開拓や個々のサ

ービスの生産性向上などの取組を通じて、企業の成長戦略を具現化していく人材 

〇マネージャーの配置：１名 

〇サブマネージャーの配置：２名 

 

  ⑶ 知的財産有効活用事業（予算額 35,207 千円） 

知財総合支援窓口事業 

   県内企業が抱える知的財産権に関する悩みや課題にワンストップで対応するとともに、知的財

産の有効活用を促進するため、「知財総合支援窓口」において、知的財産を活用した事業化等の

支援、普及啓発等を行う。 

   ○窓口支援担当者の配置：４名 

   ○普及啓発担当者の配置：１名 
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 ⑷ 産業デザイン活用促進事業（予算額 15,407 千円） 

あきた産業デザイン支援センター事業 

   県内企業のデザイン力の向上などを支援するため、「あきた産業デザイン支援センター」にお

いて、産業デザイン、製品開発、マーケティング等についての専門的な助言等を行う。 

   ○産業デザイン相談員の配置：４名 

 

⑸ 調査・情報発信事業（予算額 16,399 千円） 

調査分析・広報事業 

 ア 調査分析事業 

     県内外で活躍する県内企業の紹介、経営や各種補助金等に関する情報を提供するため、情

報誌「ビックあきた」を毎月３，０００部発行する。 

 

イ 地域新事業発掘交流事業 

活性化センターが実施する支援策の県内企業による利用を促進するため、広報用の「リー

フレット」を４，０００部作成し、広く周知する。 

また、支援策・イベント等の情報を提供するＷＥＢサイトの運営を行うほか、相談の内容

を活性化センター内で共有し、効率的な企業支援を行うための企業管理システムの管理・運

営を行う。 

 

２ 販路拡大支援事業（予算額 51,416 千円） 

 ⑴ 販路開拓事業（予算額 23,660 千円） 

県内企業の販路を拡大するため、受発注に係るマッチング支援、受注機会の拡大支援（受発

注情報の提供、県内企業のＰＲ等）等を行う。 

 

◆ 販路開拓アドバイザーの配置 

県内企業の受注機会の拡大支援等を行うため、「販路開拓アドバイザー」を配置し、

発注情報の収集や提供などを行う。 

○販路開拓アドバイザーの配置：３名 

 

◆ 青森・秋田・岩手３県合同商談会 

青森、岩手の中小企業支援機関と合同で、東京都において北東北３県合同の商談会を

開催する。 

○開 催 日：平成２９年７月６日（木） 

○開催場所：東京都 

 

     ◆ 秋田広域商談会 

県内外の発注企業と県内受注企業が一堂に会する面談の場を設け、県内企業の受注量

の増大及び販路の拡大を図るための商談会を秋田市において開催する。 

  ○開催時期：平成２９年１１月（予定） 

  ○開催場所：秋田市 



-4-  

◆ 個別マッチング商談会 

          発注案件を持つ首都圏の企業等との迅速かつ効率的な取引あっせんを行うため、発注

担当者を個別に招へいし、県内企業との個別商談会を開催する。 

 

◆ あきた営業力強化塾 

     県内企業の営業力を強化するため、秋田広域商談会等に参加する営業担当者を対象とし

た実践的研修を行う。 

 ○開催回数：２回（プレ研修、フォローアップ研修） 

 ○開催場所：秋田市 

 

◆ 営業戦略策定研修 

県内ものづくり企業の営業戦略構築に係る能力向上のため、経営者、管理者、営業責任

者等を対象に、営業戦略の立案、実践、検証、プレゼンテーションスキルについての研修

を行う。 

 ○開催回数：２回 

 ○開催場所：秋田市 

 

◆ 首都圏等発注情報報告会 

  首都圏等で販路開拓アドバイザーが収集した発注企業の情報を県内企業に提供する

報告会と併せて、参加企業とアドバイザーの個別面談を行う。 

○開催回数：２回 

○開催時期：平成２９年６月、１０月（予定） 

 

◆ 東京ビジネスサポートセンター 

県内企業の首都圏でのスムーズな営業活動をサポートするため、東京ビジネスサポー

トセンターに定期的に販路開拓アドバイザーを派遣し、販路に関する相談対応を行う。 

 

◆ 受発注情報の提供 

販路開拓アドバイザーが収集した受発注情報のホームページ掲載と登録企業へのメー

ル又はファックスによる発信のほか、県内企業へ受注希望情報の発信を行う。 

 

⑵ 受発注企業支援事業（予算額 894 千円） 

県内企業の製品、技術、設備等のＰＲを行うため、ホームページ版及びＣＤ－ＲＯＭ版の県

内企業ガイドを作成する。 

 

 ⑶ 輸送機産業強化支援事業（予算額 17,069 千円） 

①  競争力強化支援事業（予算額 15,349 千円） 

ア 次世代自動車マッチング推進事業 

     自動車メーカーや部品メーカーと県内企業とのマッチング、新技術・新工法の芽出し、域

内連携を支援するため「プロジェクトマネージャー」を配置し、助言・指導を行う。 
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     ○プロジェクトマネージャーの配置：１名 

 

イ パワーアッププロデューサー事業 

     川下企業のニーズに基づき川上企業が持つコア技術を活用して新製品・新技術を開発する

など売れる製品づくりをプロデュースするため、｢ものづくりパワーアッププロデューサー｣

を配置し、コア技術の発掘、ビジネスマッチング、共同研究体の形成、新製品・新技術の開

発や売り込みなど、事業化までの一貫支援を行う。 

〇ものづくりパワーアッププロデューサーの配置：１名 

 

  ② 参入促進支援事業（予算額 1,720千円） 

    自動車産業の中核地域である中京地区において、マッチング支援、発注動向調査等を行うた

め、「自動車産業アドバイザー」を配置し、自動車関連産業への参入促進を図る。 

   ○中京地区自動車産業アドバイザーの配置：２名 

 

  ⑷ 食品事業者基盤強化事業（予算額 5,983 千円） 

食品事業者連携支援事業 

   県内食品企業の経営基盤を強化するため、「食品マッチング専門員」を配置し、加工連携の推

進や商品戦略等をアドバイスする。 

   ○食品マッチング専門員の配置:１名 

 

⑸ 高度技術産業振興事業 

  ① あきた食シーズ・ニーズマッチング事業（予算額 2,707千円） 

    県内食品関連企業等の持つ技術シーズと首都圏等の大手食品関連メーカーのニーズとのマ

ッチング機会を提供するため、アジア最大の機能性素材展である「食品開発展」に出展し、ビ

ジネスマッチングや共同研究・開発、産学官連携等をプロデュースする。 

   

② 新 商品企画セミナー事業（予算額 1,103千円） 

    県内生活（日用品、生活雑貨、食料品）関連企業等が、デザイン関連等の異業種と連携する

ことによる付加価値の高い商品開発を支援するため「商品企画ワンポイントセミナー」を開催

するとともに商品企画プレゼン・マッチング商談会への出展を支援する。 

  

⑹ 下請かけこみ寺事業 

   県内企業が抱える取引上の様々な悩み・相談に対応することにより、下請取引の適正化を促進

する。 

 

３ 設備投資支援事業（予算額 299,964千円） 

 ⑴ 機械類貸与事業（予算額 231,384千円） 

   設備を割賦販売又はリースし、創業や経営基盤の強化を支援するほか、貸与先企業を訪問し、

経営相談や各種支援情報の提供などのフォローアップを実施する。 

   経営革新計画の承認やあきた農商工応援ファンド等の交付決定を受けた企業、自動車部品等を
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製造するための設備を導入する中小企業に対しては、低利な特別枠を設け支援する。 

   ○対象企業：製造業は従業員３００人以下、卸・サービス業は１００人以下、小売業は５０人 

以下の企業 

   ○貸 与 枠：４００,０００千円 

 

⑵ 設備貸与事業（予算額 65,797 千円） 

   既往の貸与設備及び債権についての管理、貸与先企業の訪問による経営相談や各種支援情報の

提供などのフォローアップを実施する。 

   

⑶ 設備資金貸付事業（予算額 2,783千円） 

   既往の設備資金の貸付債権についての管理、貸付先企業の訪問による経営相談や各種支援情報

の提供などのフォローアップを実施する。 

 

４ 新事業展開資金助成事業（予算額 548,781千円） 

⑴ あきた企業応援ファンド事業（予算額 331,603 千円） 

   「あきた企業応援ファンド」の運用益により、地域資源等を活用した県内企業の新たな事業展

開等に係る経費の一部を助成する。 

    ○ファンドの概要 

     ・総  額：５９．５億円 

     ・創設時期：平成２０年１１月 

     ・運用期間：１０年間 

 

 ⑵ あきた農商工応援ファンド事業（予算額 200,886 千円） 

「あきた農商工応援ファンド」の運用益により、県内企業と農林漁業者とが連携して取り組む

県内農林水産物を活用した新商品又は新サービスの開発等の取組に係る経費の一部を助成する。 

   ○ファンドの概要 

     ・総  額：２５．３億円 

     ・創設時期：平成２１年８月 

     ・運用期間：１０年間 

 

 ⑶ 知的財産有効活用事業（予算額 6,292 千円） 

中小企業等外国出願支援事業 

国際的な事業展開や知的財産権侵害へ対応するため、県内企業等が行う外国への特許・商標・

意匠の出願に係る経費の一部を助成する。 

 ・補 助 率：１／２以内 

 ・補助上限額：外 国 特 許 出 願 １，５００千円 

        外 国 商 標 登 録 出 願   ６００千円 

        外 国 意 匠 登 録 出 願   ６００千円 

 

 



-7-  

⑷ ライフサイエンス事業（予算額 10,000 千円） 

  ① ライフサイエンスベンチャーフォローアップ事業 

  ライフサイエンス分野の事業創出を行う「あきたアカデミーベンチャー育成投資事業有限組

合（あきたアカデミーベンチャーファンド）」が、平成２７年１２月に解散し、清算事務に移

行しており、これまでの清算に伴う分配金 183,244千円を受領し、今後は、残余財産の配分を

もって精算終了となる予定である。 

    ○ファンドの概要 

     ・設立時期：平成１５年１２月 

     ・運用期間：１２年間 

     ・出 資 額：６１５百万円 

（活性化センターは、県からの１５０百万円の出えんを受け同額を出資） 

 

  ② ライフサイエンス人材育成事業（予算額 10,000千円） 

   ライフサイエンス関連分野における、最新動向の情報提供や芽出し、市場調査、マーケテ

ィング等の県内企業の取組みを支援する。 

 

５ 研究開発サポート事業（予算額 124,786千円） 

 ⑴ 競争的研究開発資金等管理事業（予算額 111,630 千円）  

  ① 競争的研究開発資金等管理事業 

    これまで事業管理機関業務を担ってきた戦略的基盤技術高度化支援事業（サポイン）等の事

業に関し、事業終了後の事務処理を始めとしたフォローアップを行う。 

 

  ② 医工連携事業化推進事業（予算額 59,969 千円） 

    国の医工連携事業化推進事業に採択された、(株)フジシステムを研究代表とする「癌の分子

標的薬の適応を迅速に決定する装置の開発」の事業管理機関として、研究開発計画の運営管

理、共同研究体構成員相互の調整、財産管理、成果の普及を支援する。 

    ○事業実施期間：平成２７年度～２９年度 

    ○構  成  員：(株)フジシステム、比内時計工業(株)、秋田エプソン(株)、秋田県産業

技術センター、国立大学法人秋田大学、国立大学法人神戸大学、（一財)

厚生会仙台厚生病院 

 

  ③ 先進がん医療技術開発推進事業（予算額 51,661 千円） 

    秋田県のコア技術である電界撹拌技術の適用を広げ、産学官コンソーシアムによって機器開

発や試薬開発を推進し、がん患者の最適な治療を支援し、QOLの向上、そして医療費の削減にも

貢献し、県内医療機器産業の高付加価値化の実現を支援する。 

    ○事業実施期間：平成２８年度～３０年度 

    ○構  成  員：秋田県産業技術センター（ＰＬ）、国立大学法人秋田大学（ＳＬ）、株式

会社セーコン、株式会社斉藤光学製作所、セルスペクト株式会社 
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 ⑵ 事業化プロデュース事業（予算額 13,156 千円） 

   県内中小企業の研究開発の促進及び競争的研究開発資金への提案等に関し支援を行い、研究

開発能力の向上を図るため、新事業の芽出しを担う「研究開発コーディネーター」を配置し、

企業の研究開発のマッチングサポート、研究提案案件の発掘等、事業採択に向けた事業計画づ

くりの段階からの支援を行う。 

 ○研究開発コーディネーターの配置：２名 

 

６ 経営改革等意識醸成事業（予算額 6,572 千円） 

 ⑴ 創業支援事業（予算額 3,531 千円） 

   県庁第二庁舎内の秋田県産業振興プラザの指定管理者として、創業や新分野進出を目指す企業

に事務スペース（創業支援室）を貸し出すなどの管理・運営を行う。 

また、創業支援室の入居者に対してインキュベーションマネジャー等による指導・相談対応、

情報提供等を行う。 

○創業支援室数：１１室 

 

⑵ 地域需要創造型等起業・創業促進事業（予算額 520 千円） 

   国の地域需要創造型等起業・創業促進補助金が交付された起業・創業者に対して、事業化等

状況報告書等の作成支援を行うとともに、事業の持続的発展に向けたフォローアップを行う。 

 

 ⑶ 高度技術産業振興事業 

革新的ベンチャービジネス育成事業（予算額 2,521千円） 

県内での起業意識の醸成及び新製品・新商品や新サービスの提供など、革新的で独創性のある

ビジネスプランを持つ起業家を発掘する「あきたビジネスプランコンテスト」と県内で事業を行

っている創業・起業家同士等による相互交流を図ることで、新たな人脈づくり、事業の発展、新

しいビジネスの創出等に繋げることを目的とした「あきた起業家交流展」を「あきた起業家交流

フェスタ２０１７」として同時開催する。 

○開 催 日：平成２９年１０月１２日（木）～１３日（金）（予定） 

   ○開催場所：秋田市 

 


